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比 率 名 舟橋村の比率 早期健全化基準 財政再生基準

実 質赤字比率 − 15.0％ 20.0％

連結実質赤字比率 − 20.0％ 40.0％

実質公債費比率 13.3％ 25.0％ 35.0％

将来負担比率 79.0％ 350.0％

特 別 会 計 舟橋村の比率 経営健全化基準

簡易水道事業特別会計 − 20.0％

宅地造成事業特別会計 − 20.0％

�村税 3億8,659万3,000円

⑥地方交付税等
7億3,743万2,000円

⑧村債
1億1,649万9,000円

⑨その他 10万円

平成25年度
舟橋村一般会計 決算
村に入ったお金

歳　入 17億7,001万2,000円

�分担金及び負担金
4,238万6,000円

�財産・諸収入
4,023万4,000円

⑤繰越金
1億339万1,000円

○歳入から見る財政状況
　歳入決算額は、17億7,001万2,000
円で、前年度に比べ1億1,516万1,000
円の増となりました。
〈主な要因〉
・国庫支出金の増4,696万円（役場庁舎
エレベータ設置事業の皆増などによる
もの）

使ったお金

歳 出17億316万2,000円 人件費
職員給与・議員報酬・各種委員報酬等
2億3,946万6,000円

性質別内訳

扶助費
老人医療費・乳児医療費・
児童手当等
1億2,915万8,000円

公債費
借金の返済
1億7,597万8,000円

普通建設費
2億5,048万7,000円

繰出金
特別会計への繰出金
2億4,084万2,000円

物件費
賃金・需用費・
役務費・備品購入費・
委託料等
3億9,856万4,000円

その他
貸付金・
積立金など
1億4,316万
9,000円

⑥〜⑨依存財源（63.3％）
11億2,017万1,000円

�〜⑤自主財源（36.7％）
6億4,984万1,000円

○歳出から見る財政状況
　歳出決算額は、17億316万2,000円
で、前年度に比べ1億5,170万2,000
円の増となりました。
〈主な要因〉
・普通建設費の増7,204万7,000円（役場
庁舎エレベータ設置事業、舟橋小学校空
調改修事業の皆増などによるもの）

・その他（積立金）の増8,118万5,000円
（財政調整基金の積立増によるもの）

9月定例村議会において、平成25年度会
計の歳入歳出決算が認定されました。一般
会計の決算概要についてお知らせします。

�使用料及び手数料
7,723万7,000円

⑦国・県支出金
2億6,614万円

補助費等
各種団体への補助金等1億2,549万8,000円

14.1％8.4％

7.6％
23.4％

10.3％

14.7％14.1％

7.4％

41.7％

21.8％

6.6％

15.0％

5.8％

2.3％
4.4％
2.4％

0.0％

　
平
成
25
年
度
決
算
に
基
づ
き
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

金
不
足
比
率
を
算
定
し
た
と
こ
ろ
、
右
記
の
と
お
り
、
い

ず
れ
の
指
標
に
つ
い
て
も
、
早
期
健
全
化
基
準
及
び
経
営

健
全
化
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
指
標
の
推
移

を
注
視
し
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
財

政
健
全
化
法
）に
基
づ
き
、
舟
橋
村
の
平
成
25
年
度
決
算

に
お
け
る
財
政
健
全
化
に
関
す
る
比
率
を
公
表
し
ま
す
。

〇村の健全化判断比率とそれぞれの判断基準

＊実質赤字比率及び連結実質赤字比率については、赤字額がないため「−」と
記載してあります。地方公共団体は、比率のいずれかが早期健全化基準以上
になると「財政健全化計画」を、財政再生基準以上になると「財政再生計画」
を作成し、財政健全化を図ることになります。

舟
橋
村
の
平
成
25
年
度

財
政
健
全
化
判
断
比
率
等
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

〇資金不足比率

＊資金不足額がなく、資金不足比率は算定されないため、「−」を記載してい
ます。資金不足比率が経営健全化基準以上になった場合、「経営健全化計画」
を作成し、経営健全化を図ることになります。
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第
3
回
舟
橋
村
表
彰
式

善行表彰 特別表彰 特別表彰 特別表彰

杉
すぎ

田
た

ツ
つ

ル
る

子
こ

中
なか

田
だ

文
ふみ

夫
お

嶋
しま

田
だ

　 勇
いさむ

澤
さわ

田
だ

重
しげ

敏
とし

永年にわたり、花と緑
の銀行舟橋支店のグリ
ーンキーパーとして、
地域の緑化活動に尽力
されている。

永年にわたり、舟橋村
消防団員として、地域
住民の福祉の向上と消
防行政の発展のために
尽力された。

永年にわたり、舟橋村
消防団員として、地域
住民の福祉の向上と消
防行政の発展のために
尽力された。

永年にわたり、舟橋村
の交通指導員として、
安心・安全なまちづく
りのために尽力された。

（海老江） （竹鼻） （国重） （竹内）

　11月3日（月祝）午後0時30分より、舟橋会館大ホールにおいて「第3回舟橋村
表彰式」を開催します。
　村政の発展に貢献された方々を表彰しますので、受賞者の皆さんに温かい拍
手をお願いします。受賞者と主な功績概要は次のとおりです。�（敬称略・順不同）

11月は富山県が独自に定める「食育月間」です

　

舟
橋
村
で
は
平
成
25
年
3
月
に
「
舟

橋
村
食
育
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
計
画
に
は
、
次
の
3
つ
の
基
本
目

標
が
掲
げ
ら
れ
、
様
々
な
活
動
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

・
「
家
庭
を
育
む
（
家
族
そ
ろ
っ
て
、

愛
情
の
こ
も
っ
た
食
卓
作
り
な
ど
）」

・
「
正
し
い
知
識
を
育
む
（
農
業
体
験

を
通
じ
て
、
食
の
大
切
さ
や
楽
し
さ

を
知
り
、
感
謝
す
る
心
を
育
む
な

ど
）」

・
「
地
域
の
和
を
育
む
（
郷
土
で
育
ま

れ
た
食
材
を
知
る
な
ど
）」

　国が食育推進月間として定める6月の
他、地場産品が豊富な富山県では11月を
独自に食育推進月間と位置付け、食育を
重点的に推進する期間としています。

　「食物の育ちを知ること」「食材や料理を作ってくれる皆さんに
感謝をすること」など、「食べること」から学ぶことはたくさん
あります。生涯にわたり、心も体も健康な生活を送るために、「食
べること」についてご家族の皆さんで話し合ってみましょう！

食育って？　食事は、心も体も元
気でいるためにとても大切なもの
です。食べ物のことをよく知って、
心も体も健康でいられるように、
考えたり、実践してみたりするこ
とが食育です。

☆
取
り
組
み
紹
介
☆

①
小
学
校
田
植
え
体
験

　

全
校
児
童
が
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が

ら
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。
小
学
校
で

取
り
組
ん
で
い
る
「
元
気
と
ふ
れ
あ
い

の
学
校
給
食
作
り
事
業
」
で
は
、
こ
の

他
に
も
豆
腐
づ
く
り
や
餅
つ
き
大
会
等

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
は
、

農
家
の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し

て
、「
食
」へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

②
お
や
こ
の
食
育
教
室

　

母
子
保
健
推
進
員
・
さ
く
ら
ん
ぼ
く

ら
ぶ
が
合
同
で
行
っ
て
い
る
「
ぼ
す
い

広
場
」
に
て
、
食
生
活
改
善
推
進
員
が

「
お
や
こ
の
食
育
教
室
」
を
実
施
し
ま

し
た
。「
お
や
こ
の
食
育
教
室
」
で
は
食

事
バ
ラ
ン
ス
プ
レ
ー
ト
を
使
っ
て
、
お

子
様
ラ
ン
チ
を
つ
く
る
よ
う
な
感
覚
で

楽
し
み
な
が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

べ
物
の
選
び
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

①②

問い合わせ先　生活環境課　℡４６４−１１２１
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　平成27年度からは、幼稚園、保育所及び認定子ども園
の保育料は、国が定める基準を基本に、村県民税所得割額
をもとにした階層区分により決定されます。

②保育の対象がこれまでより広がります

①利用手続きが変わります
　新制度では、幼稚園や保育所、認定子ども園などの施設を利用する場合に
は、「保育の必要性」の認定手続きが必要になります。お子さんの年齢や、
保護者の就労状況、家庭状況から、村が保育の必要性を判断し、認定証を発
行します。現在在園中で来年度も継続して利用するお子さんの場合も、同様
に手続きが必要です。

認定区分 対　　象 利用対象施設

１号認定 満３歳以上で、保育を必要としない子ども 幼稚園、認定子ども園

２号認定 満３歳以上で、保育が必要な子ども 保育所、認定子ども園

３号認定 満３歳未満で、保育が必要な子ども 保育所、認定子ども園　など

　保育を必要と見なす認定（２号・３号）を受ける事由に、保護者が求職活動中・就学中の場合、虐待やDV
を受けているまたは再び受けるおそれがある場合、育児休業中の継続利用が必要な場合が追加されます。
　また、対象となるお子さんに65歳未満の祖父母などの同居親族がいる場合や、保護者が夜間に一定時間
以上就労する場合も、新制度では保育が必要とみなされ保育施設の利用申込が可能となります。

１号認定
幼稚園等を利用
希望の場合

２号・３号認定
保育所等を利用
希望の場合

幼稚園等に
直接利用
申込みをします

村に保育の必要性の認定
を申請します
同時に保育所の入所申込
みをします

幼稚園等から
入園の内定を
受けます

村から認定証が交付されます
村は、保育所等の空き状況に
より利用調整をします

幼稚園等を通じて
村から認定証が
交付されます

幼稚園等と
契約をします

利用先の
決定後、
契約します

新制度のスタートで変わる主なポイント

子ども・子育て支援

新制度が始まります

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、

笑
顔
で
成
長
し
て
い
く
た
め
に
。

す
べ
て
の
家
族
が

安
心
し
て
子
育
て
で
き
、

育
て
る
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
た
め
に
。

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

平成27年度から

★新しい保育料は、現在の保育料をもとに検討中です。
　１月以降に改めてお知らせする予定です。

問い合わせ先　生活環境課　℡４６４－１１２１

③保育料の算定方法が変わります

　平成27年度の保育所入所申込書の配布は12月を予定しております。詳しくは、来月号の広報にて
ご確認ください。なお、平成27年度から新規で広域入所（村外の保育所・園への入所）を希望される方は、
事前に役場生活環境課へご相談ください。

利用手続きの流れ

これまで これから

幼稚園 定　額 村県民税所得割額をも
とに階層区分

※幼稚園と保育所の階層
は異なります。

保育所
所得税額
をもとに
階層区分
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年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受

給
見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の

生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利

用
い
た
だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご

自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き

る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給
見

込
額
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
年

金
記
録
を
基
に
様
々
な
パ
タ
ー

ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い

て
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、
魚
津
年
金
事
務
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

魚
津
年
金
事
務
所

　
　
　

℡
０
７
６
５

－

２
４

－

１
４
９
４

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題
で
す
。

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

児童虐待とは…
　しつけと虐待はまったく違います。暴力やお仕
置きで子どもを従わせることは、しつけとは言え
ません。たとえ親がしつけと思っていても、子ど
もにとって著しい苦痛を与えたり、子どもの成長
に悪影響を及ぼす場合は、虐待にあたります。

児童相談所や市町村の窓口では、子育てに関する相談はなんでも受け付けています。
出産や子育てで気になることがあったら、相談窓口にご連絡ください。

お住まいの地域の児童相談所につながります。

１
い い

１月３
み ら い

０日は
「年金の日」

です�

虐待かもと思ったらすぐにお電話をください。
あなたのお電話で救われる子どもがいます。
連絡は匿名で行うことも可能です。
連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。

児童相談所
全 国 共 通
ダ イ ヤ ル

０５７０−０６４−０００

ためらわず
知らせてつなぐ

命の輪

身体的虐待

性 的 虐 待

ネグレクト

心理的虐待

児童相談所や市町村の相談窓口にご連絡ください。
役場生活環境課　℡464−1121　　富山児童相談所　℡423−4000

殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、
溺れさせる　など

子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体
にする　など

家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中
に放置する、重い病気になっても病院へ連れて行かない　など

言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、子どもの目
の前で家族に対して暴力をふるう（ドメスティック･バイオレンス：
DV）など

虐待を受けたと思われる
子どもがいたら。

ご自身が出産や
子育てに悩んだら。

子育てに悩む親がいたら。

������������������������������������������������



62014.11−ふなはし

　

11
月
１
日
よ
り
２
月
28
日
ま
で
の
期
間
、
音
楽
の
放
送
時
間
を

以
下
の
と
お
り
に
変
更
し
ま
す
。

『
も
う
い
い
か
い　

火
を
消
す
ま
で
は　

ま
あ
だ
だ
よ
』

　

11
月
９
日
㈰
か
ら
15
日
㈯
ま
で
の
７
日

間
、
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
季
、
ご
家
庭
で
も
暖
房
器

具
な
ど
火
を
取
り
扱
う
機
会
も
多
く
な
り
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
が
火
災
予
防
に
対
す
る
意

識
を
持
ち
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

　
　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

�
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
�

☆
３
つ
の
習
慣
☆

◦
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

◦
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

◦
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

☆
４
つ
の
対
策
☆

◦
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る
。

◦
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

◦
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

◦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

◎
舟
橋
村
で
は
、
11
月
15
日
に
消
防
団
に
よ

る
夜
警
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

総
務
課�

℡
４
６
４

－

１
１
２
１

　
　

上
市
消
防
署　

舟
橋
分
遣
所

　

℡
４
６
４

－

１
５
１
２

　

携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番
通
報
は
、

災
害
発
生
場
所
の
特
定
に
時
間
が
か
か
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
よ
う
に
分
か
り

や
す
い
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
１
１
９
番
通
報
の
仕
方
】

・
局
番
な
し
の
１
１
９
番
に
電
話
を
か
け

ま
す
。

・
火
事
、
救
急
、
救
助
な
ど
の
災
害
種
別

を
伝
え
ま
す
。

・
災
害
発
生
場
所
の
住
所
を
市
町
村
名
か

ら
伝
え
ま
す
。

※
携
帯
電
話
の
場
合
、
住
所
が
分
か
ら
な

い
こ
と
が
多
い
の
で
、
交
差
点
名
称
や
お

　

地
震
や
津
波
、
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

時
に
備
え
、
次
の
と
お
り
情
報
伝
達
訓
練

を
行
い
ま
す
。
こ
の
訓
練
は
、
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）（
※
）
を

店
な
ど
最
寄
り
の
目
標
物
を
で
き
る
だ
け

詳
し
く
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

・
携
帯
電
話
で
通
報
し
た
場
合
、
他
の
消

防
本
部
へ
電
話
が
つ
な
が
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
管
轄
す
る
消
防
本
部
へ
電
話

を
転
送
し
ま
す
の
で
、
電
話
を
切
ら
な

い
で
そ
の
ま
ま
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

・
通
報
後
も
し
ば
ら
く
は
電
話
を
切
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

富
山
県
東
部
消
防
組
合

　
　
　

消
防
本
部
通
信
指
令
課

℡
０
７
６
５

−

２
４

−

７
９
７
７

富
山
県
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部

通
信
指
令
課
か
ら
の
お
願
い

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
の
伝
達
訓
練

用
い
た
訓
練
で
、
舟
橋
村
以
外
の
地
域
で

も
様
々
な
手
段
を
用
い
て
情
報
伝
達
訓
練

が
行
わ
れ
ま
す
。

緊
急
情
報
告
知
シ
ス
テ
ム
放
送（
赤
と
ん
ぼ
）の

時
間
の
変
更
に
つ
い
て

情
報
伝
達
手
段

内　
　
　

容

緊
急
情
報
告
知
シ

ス
テ
ム
の
放
送

村
内
４
ヶ
所
に
設
置
し
て
い
る
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
、
次
の
放
送
内

容
が
一
斉
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

【
放
送
内
容
】「
こ
れ
は
、
試
験
放
送
で
す
。
×
３
＋
チ
ャ
イ
ム
音

（
※
）
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時
に
、
国
か
ら
送
ら
れ
て

　

く
る
緊
急
情
報
を
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
、
瞬
時
に
情
報
を
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課　

℡
４
６
４

－

１
１
２
１

平
成
26
年
11
月
28
日
㈮　

午
前
11
時
頃
に
実
施
し
ま
す

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
11
月
9
日
㈯
～
15
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課　

℡
４
６
４

－

１
１
２
１

11
月
１
日
か
ら
２
月
28
日�

午
後
５
時

⇨
10
月
31
日
ま
で

午
後
６
時
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　 9 月 5 日㈮、富山県交通安全県民大会が開催され、吉川孝弘さ
ん（東芦原）が富山県警察本部長富山県交通安全協会長表彰優良
運転者表彰を受賞されました。
　受賞された吉川さんは、「自分も娘が交通事故で怪我を負った
ことがある。ひとりでもこういった悲しい思いをする人がいなく
なれば」と語りました。

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
（
9

月
21
日
～
9
月
30
日
）
の
9
月
22
日
㈪
、

県
道
富
山
・
上
市
線
に
お
い
て
交
通
安
全

街
頭
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
上
市
区
域
交
通
安
全
協
会
舟
橋

支
部
と
舟
橋
村
交
通
安
全
母
の
会
が
、
上

市
警
察
署
・
舟
橋
村
駐
在
所
・
上
市
区
域

交
通
安
全
協
会
の
協
力
を
得
て
、
毎
年
春

と
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
実

施
し
て
お
り
、
毎
年
秋
に
は
舟
橋
村
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
の
皆
さ
ん
も
参
加
。
こ
の

街
頭
Ｐ
Ｒ
で
は
、
交
通
安
全
運
動
の
チ
ラ

シ
と
啓
発
品
の
他
、
交
通
安
全
協
会
舟
橋

支
部
女
性
部
の
手
作
り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ

ス
コ
ッ
ト
や
舟
橋
村
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

の
皆
さ
ん
の
手
縫
い
の
フ
ェ
ル
ト
の
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
等
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
し

て
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　秋晴れのもと、舟橋村保育所（元起雅
美所長）で、おやこうんどうかいが開催
されました。『おやこうんどうかい～あ
りのままの姿みせるのよ～』をテーマに、
親子競技も含め全 15 種目、元気いっぱ
いがんばりました。

　

9
月
29
日
、
舟
橋
小
学
校
と
舟
橋
中
学
校
で

は
、
Ｊ
Ａ
ア
ル
プ
ス
（
伊
藤
孝
邦
組
合
長
）
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
60
㎏
の
舟
橋
村
産
の
新
米
コ
シ

ヒ
カ
リ
を
給
食
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
舟
橋
小

学
校
で
は
、
6
年
生
52
人
と
金
森
村
長
、
髙
野

教
育
長
が
一
緒
に
味
わ
い
ま
し
た
。「
新
米
は

甘
く
て
美
味
し
い
」
と
皆
さ
ん
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
１
日
に
は
舟
橋
村
保

育
所
で
も
新
米
を
い
た
だ
き
、
年
少
さ
ん
以
上

の
お
部
屋
で
は
、
子
供
達
が
自
分
で
お
に
ぎ
り

を
に
ぎ
り
新
米
を
美
味
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て

い
ま
し
た
。

富山県警察本部長富山県交通安全
協会長表彰を受賞されました！

秋
の全国

交
通
安
全
運
動

　

街
頭
Ｐ
Ｒ

9月27日 舟橋村保育所

おやこうんどうかい

新米 舟橋村産 コシヒカリ
いただきます�
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舟
橋
村
が
消
防
の
広
域
化
で
非
常
備
消

防
が
解
消
さ
れ
た
の
は
、
全
国
で
初
め
て

と
な
り
ま
す
。
昨
年
の
3
月
に
魚
津
市
・

滑
川
市
・
上
市
町
・
舟
橋
村
の
4
市
町
村

で
構
成
さ
れ
る
富
山
県
東
部
消
防
組
合
が

発
足
し
、
こ
の
度
、
上
市
消
防
署
舟
橋
分

遣
所
が
開
所
と
な
り
ま
し
た
。
高
規
格
救

急
自
動
車
１
台
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
１

台
が
配
備
さ
れ
、
消
防
職
員
9
人
が
3
交

代
で
勤
務
し
ま
す
。

　

9
月
26
日
に
は
開
所
記
念
式
典
が
開
催

さ
れ
、
富
山
県
東
部
消
防
組
合
管
理
者
の

澤
﨑
魚
津
市
長
が
「
近
年
、
大
規
模
化
・

複
雑
多
様
化
し
て
い
る
事
故
や
災
害
な
ど

　

ふ
な
は
し
む
ら
健
康
構
想
の
第
1
回
目
の

外
部
評
価
委
員
会
が
舟
橋
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
23
年
度
に
実
施
し
た
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
を
踏
ま
え
て
、
24
年
度
に
富
山
大
学
の

協
力
を
得
て
策
定
さ
れ
た
同
構
想
は
、
生
涯

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
村
づ
く
り
に

向
け
て
、
住
民
交
流
と
情
報
提
供
を
促
進
し

て
い
こ
う
と
す
る
今
後
10
年
間
の
計
画
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
の
本
格
的
な
事
業
実
施
に
あ

た
り
開
催
さ
れ
た
同
委
員
会
で
は
、
9
人
の

方
々
に
村
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
構
想
や
事
業
内
容
に
つ
い

て
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、「
し
っ
か
り
住
民
の
声
を

聞
い
て
構
想

に
反
映
さ
せ

る
べ
き
」
な

ど
の
意
見
が

上
が
り
、
村

で
は
、
い
た

だ
い
た
意
見

を
今
後
の
構

想
に
反
映
さ

せ
、
事
業
を

展
開
し
て
い

く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

村
が
目
指
す
子
育
て
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
宅

地
造
成
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討
す
る
た

め
、
第
1
回
舟
橋
型
宅
地
造
成
ビ
ジ

ョ
ン
検
討
会
が
、
舟
橋
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

検
討
会
に
集
ま
っ
た
の
は
、建
設
、

造
園
、
子
育
て
、
介
護
、
金
融
な
ど

多
分
野
に
及
ぶ
業
種
の
参
加
者
で
、

幅
広
い
世
代
の
関
わ
り
の
中
で
、
子

育
て
世
代
が
安
心
し
て
住
め
る
環
境

を
実
現
し
て
い
る
宅
地
造
成
な
ど
の

先
進
事
例
が
紹
介
さ
れ
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
将
来
の
急
激
な
少
子
高

齢
化
を
予
測
し
て
お
り
、
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
年
度

内
に
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す

る
予
定
で
す
。

10月1日 舟橋分遣所 開所

産学官金連携で
子育てしやすい住宅団地を

ふ
な
は
し
む
ら
健
康
構
想

の
外
部
評
価
委
員
会
開
催

10
月
2
日

10月6日

か
ら
住
民
の
生
命

・
財
産
を
守
る
た

め
、
地
域
住
民
の

負
託
に
応
え
る
よ

う
全
力
を
注
い
で

参
り
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
岡
本
達

也
県
消
防
課
長
、

岩
城
晶
巳
同
組
合

議
長
が
祝
辞
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
分
遣
所
前
で
は

関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
後
、
舟
橋

小
学
校
4
年
生
の
竹
島
諒
君
と
島
田
春

花
さ
ん
が
「
分
遣
所
か
ら
す
ぐ
に
助
け
に

来
て
く
だ
さ
る
の
で
と
て
も
心
強
い
で
す
。

私
た
ち
の
村
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
手

紙
を
読
み
上
げ
、
署
員
に
村
の
安
全
を
託

し
ま
し
た
。
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村
史
に
拾
う
⑥

来
年
は
戦
後
70
年

　

日
本
が
太
平
洋
戦
争
に
敗
れ
て
か
ら
来
年

で
70
年
を
迎
え
る
。
そ
の
頃
の
舟
橋
村
は
ど

ん
な
状
況
で
あ
っ
た
ろ
う
か
？　
外
観
は
現

在
以
上
に
純
朴
な
農
村
だ
っ
た
。
し
か
し
、

日
本
中
が
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
戦
争
下
の
舟

橋
村
は
軍
事
色
一
色
に
塗
ら
れ
て
い
た
。
敗

戦
を
中
心
に
し
た
戦
前
・
戦
後
を
見
て
み
よ

う
。

　

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
太
平
洋
戦
争

開
戦
。
緒ち

よ
せ
ん戦
は
戦せ

ん
し
よ
う勝
に
湧わ

い
て
、
舟
橋
村
で

も
旗
行
列
を
す
る
ほ
ど
の
騒
ぎ
と
な
っ
た
が
、

そ
の
後
戦
況
が
悪
化
し
た
。
十
七
年
六
月
の

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
海
戦
に
敗
れ
た
の
ち
、
各
地

で
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
村
で
は
連
日
、

出し
ゆ
つ
せ
い征
兵
士
の
歓
送
式
が
行
わ
れ
て
、
一
家

の
働
き
手
や
若
者
た
ち
が
次
々
に
戦
場
へ
送

ら
れ
て
行
っ
た
。

　

一
方
、
村
で
の
生
活
は
（
銃じ

ゆ
う
ご後
と
い
わ
れ

た
）、
統
制
経
済
の
も
と
で
自
由
に
物
が
買

え
ず
切
符
制
で
常
会
を
通
じ
て
配
給
さ
れ
た
。

ま
た
、
資
源
の
不
足
か
ら
金
属
回
収
が
行
わ

っ
た
。
た
だ
、
縁
故
疎
開
は
一
般
の
転
入
と

区
別
が
つ
か
ず
統
計
に
も
表
れ
て
い
な
い
が
、

二
十
人
前
後
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

昭
和
二
十
年
三
月
以
降
、
東
京
大
空
襲
で

東
京
が
大
被
害
を
受
け
た
の
で
、〝
根
こ
そ
ぎ

疎
開
〟
と
言
わ
れ
る
第
二
次
学
童
集
団
疎
開

が
行
わ
れ
た
。
こ
の
と
き
、
舟
橋
村
へ
は
東

京
都
荏え

原ば
ら

区
（
現
品
川
区
）
の
源げ

ん

氏じ

前ま
え

国
民

学
校
の
児
童
が
竹
内
の
無
量
寺
に
疎
開
し
、

舟
橋
国
民
学
校
へ
通
学
し
た
。
第
一
学
年
か

ら
六
学
年
ま
で
の
四
十
八
名
の
児
童
が
八
人

の
付
添
い
と
共
に
、
本
堂
で
寝
起
き
し
、
お

よ
そ
半
年
を
過
ご
し
た
。　

戦
災
者
・
引
揚
者
で
村
人
口
は
急
増

　

昭
和
二
十
年
八
月
二
日
未
明
、
米
軍
機
が

富
山
市
上
空
へ
来
襲
し
、
約
二
時
間
に
わ
た

っ
て
市
街
地
を
焼
き
尽
く
し
た
。
夜
明
け
と

と
も
に
罹り

災さ
い

者
が
当
村
ま
で
逃
れ
来
て
、
親

戚
・
知
人
宅
に
身
を
寄
せ
た
。
舟
橋
村
役
場

で
は
、
八
月
二
日
か
ら
戦
災
者
受
入
事
務
を

開
始
し
、
食
糧
配
給
な
ど
の
便
宜
を
は
か
ら

っ
た
。
役
場
に
残
さ
れ
た
「
戦
災
者
受
入
名

簿
」
に
は
、
三
四
三
世
帯
一
、一
四
六
名
の
名

が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
村
民
は
い
わ

ゆ
る
「
玉

ぎ
よ
く

音お
ん

放
送
」
に
よ
っ
て
戦
争
が
終
結

し
た
こ
と
を
知
っ
た
。
終
戦
に
よ
り
軍
隊
の

解
散
・
復
員
、
外
地
か
ら
の
引
揚
げ
が
始
ま

り
、
村
人
口
の
急
増
期
を
迎
え
た
。
昭
和
十

九
年
の
人
口
は
、
出
征
や
動
員
の
関
係
も
あ

っ
て
男
性
人
口
が
減
り
、
総
人
口
は
一
、一
九

一
人
で
あ
っ
た
。
二
十
年
に
は
男
女
と
も

急
激
に
増
え
、
二
十
一
年
も
引
き
続
き
増

加
し
て
一
、七
五
九
人
と
ピ
ー
ク
を
記
録
し
、

戦
中
・
戦
後
の
舟
橋
村

―
こ
ん
な
時
代
が
あ
っ
た
ん
だ
―

須
山
盛
彰
（
す
や
ま
も
り
あ
き
）

元
富
山
東
高
等
学
校
長
。
元
富
山
県
史

編
さ
ん
委
員
と
し
て
現
代
編
の
調
査
・

執
筆
に
関
わ
る
。『
新
上
市
町
誌
』『
続

下
村
史
』
を
監
修
。
富
山
市
在
住
。

村
史
編
さ
ん
委
員
長　

須
山
盛
彰

れ
、
学
校
の
校
庭
に
あ
っ
た
二
宮
金
次
郎
の

銅
像
や
各
家
庭
の
鍋な

べ
か
ま釜
、
各
寺
院
の
梵ぼ

ん
し
よ
う鐘
も

供
出
さ
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
農
家
の
屋
敷
林

の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
ケ
ヤ
キ
な
ど
の
立
木
も
軍

用
船
建
造
の
た
め
に
伐
木
、
供
出
さ
れ
た
。

縁
故
疎
開
と

　

集
団
疎
開
の
子
ど
も
た
ち

　

出
征
兵
士
が
村
を
出
る
一
方
、
都
会
か
ら

疎
開
の
人
び
と
が
や
っ
て
き
た
。
政
府
は
初

め
、「
撤
退
」
を
意
味
す
る
人じ

ん
い
ん員
疎そ

開か
い

に
は

積
極
的
で
な
か
っ
た
が
、
本
土
空
襲
が
必
至

の
情
勢
と
な
っ
て
は
止
む
を
得
な
か
っ
た
。

昭
和
十
九
年
三
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
一

般
疎
開
実
施
要
綱
」
で
は
、
大
都
市
に
お
け

る
人
員
疎
開
の
方
針
が
示
さ
れ
、
老
齢
者
や

幼
児
・
学
童
の
縁え

ん

故こ

疎
開
の
実
施
が
打
ち
出

さ
れ
た
。

　

舟
橋
村
の
各
家
で
は
親
戚
な
ど
の
疎
開
の

人
た
ち
を
受
け
入
れ
た
。
舟
橋
国
民
学
校
で

も
昭
和
十
九
年
八
月
か
ら
縁
故
疎
開
児
童
の

転
入
が
あ
り
、
東
京
・
大
阪
・
静
岡
・
富
山

な
ど
か
ら
や
っ
て
き
て
村
で
学
ぶ
よ
う
に
な

二
十
二
年
以
降
は
、
一
、四
〇
〇
人
台
で
推

移
し
た
。

農
地
改
革
と
教
育
改
革
の
波
紋

　
「
軍
国
主
義
」
か
ら
「
民
主
主
義
」
へ
、
戦

後
政
治
の
方
向
転
換
は
、
多
く
の
大
改
革
を

伴
っ
た
。
村
民
生
活
に
直
接
大
き
な
影
響
を

与
え
た
の
が
、
標
記
の
改
革
で
あ
る
。

　

農
地
改
革
の
骨こ

つ

子し

は
、
不
在
地
主
が
所
有

す
る
小
作
地
全
部
と
在
村
地
主
の
所
有
す
る

一
町
歩
を
超
え
る
小
作
地
の
全
て
を
政
府
が

強
制
買
収
し
、
小
作
人
に
売
り
渡
し
自
作
農

を
創
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

舟
橋
村
で
は
、
昭
和
二
十
二
年
八
月
、
農

地
委
員
会
事
務
局
を
設
置
し
、農
地
の
買
収
・

売
渡
し
の
作
業
を
進
め
た
。
二
十
六
年
三
月

ま
で
に
す
べ
て
の
作
業
を
終
わ
り
、
全
農
地

の
六
〇
％
を
占
め
て
い
た
小
作
地
を
解
放
し

た
。

　

教
育
改
革
の
核
心
は
、
新
制
中
学
校
を
創

設
し
て
義
務
教
育
を
九
年
間
に
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
中
学
校
の
設
置
は
地
方
自
治
体
で

行
う
こ
と
と
さ
れ
、
舟
橋
村
で
は
二
十
二
年

四
月
、
上
条
、
三
郷
、
相
ノ
木
の
各
村
と
学

校
組
合
立
上
条
中
学
校
を
設
立
し
た
が
、
九

月
に
は
白
岩
中
学
と
改
称
。
二
十
三
年
四
月

に
は
舟
橋
教
場
と
し
て
分
離
し
、
二
十
五
年

四
月
に
は
舟
橋
小
学
校
と
併
設
す
る
形
で
舟

橋
中
学
校
が
創
設
さ
れ
た
。

　

＊
詳
細
は
、
新
し
い『
舟
橋
村
史
』で
。

「舟橋村役場文書」歴史を語る貴重な資料
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舟橋文化スポーツクラブ

“バンドリー”講座カレンダー（１１月）
講　座　名 対　象 日 時　間 場　所 会員参加費（いずれかを選択）

ふれあいバドミントン 親子・一般 6日㈭・13日㈭
27日㈭

19：45〜
21：00 舟橋小学校体育館 200円/回 500円/月

キッズ
スポーツ 年中・年長 5日㈬・12日㈬

19日㈬・26日㈬
17：00〜
18：00 舟橋小学校体育館 2,000円/月

フラダンス 一 般 5日㈬・12日㈬
26日㈬

13：30〜
14：30 舟橋会館研修室4 500円/回

やさしいヨガ 一 般 4日㈫・11日㈫
18日㈫・25日㈫

10：00〜
11：00 舟橋会館大広間　 300円/回

健康教室 一 般 7日㈮
21日㈮

9：30〜
11：00

舟橋会館研修室4
舟橋会館研修室1 200円/回

キンボール

小学生

1日㈯・8日㈯
15日㈯・22日㈯
29日㈯

14：30〜
16：30

舟橋中学校体育館 200円/回 500円/月

5日㈬・12日㈬
19日㈬・26日㈬

18：30〜
20：30

中学生以上

1日㈯・8日㈯
15日㈯・22日㈯
29日㈯

15：00〜
18：30

5日㈬・12日㈬
19日㈬・26日㈬

18：30〜
20：30

会員限定

〈問い合わせ先〉

▲

バンドリー事務局（舟橋文化スポーツクラブ/舟橋中学校体育館内）
TEL・FAX 464−1456（留守時、転送）または090-3298-1456▲

舟橋村教育委員会（舟橋会館内）月〜金　8：30〜17：00　TEL 464−1126

ユニカール大会
日時　11月16日（日）　8：30〜（受付開始）
場所　舟橋中学校体育館

参加費等は、チラシを参照ください。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
魚
津
・
滑
川

人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア

（
合
同
就
職
面
接
会
）
の

開
催
に
つ
い
て

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
魚
津
・
滑
川
で
は
、
管
内

の
求
人
企
業
約
40
社（
予
定
）が
一
堂
に
会

す
る
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア（
合
同
就
職

面
接
会
）を
開
催
し
ま
す
。

　

一
度
に
複
数
の
企
業
と
面
接
で
き
る
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

平
成
26
年
11
月
20
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
4
時

（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

事
前
申
込
不
要
、入
場
無
料
、入
退
出
自
由

○
場
所　

　

新
川
文
化
ホ
ー
ル
2
階
展
示
ホ
ー
ル

（
魚
津
市
宮
津
１
１
０
）

　

問
い
合
わ
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
滑
川

℡
４
７
５

−

０
３
２
４

特別養護老人ホーム
「ふなはし荘」

臨時職員募集のお知らせ
職　種 介護補助（入浴介助）

就業場所 特別養護老人ホーム
「ふなはし荘」

求 人 数 若干名

就業時間 9 時〜12時
14時〜17時

賃金（時給） 950 円

採用予定日　面談の上、随時採用
その他　資格は特に問いませんが、

高齢福祉にご理解のある方

問い合わせ先
ふなはし荘　℡４６２−９８８８
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お知らせのページ

人
権
擁
護
委
員
に

竹
澤
瑞
子
さ
ん

臨
時
福
祉
給
付
金

申
請
は
お
済
で
す
か
？

　

10
月
1
日
付
け
で
、
竹
澤
瑞
子
さ
ん（
竹

内
）が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
に
関
わ
る
困
り
ご
と
や
悩
み
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課　

℡
４
６
４

－

１
１
２
１

【
申
請
期
限
】
11
月
4
日
㈫

（
消
印
有
効
）

　

給
付
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
7

月
末
に
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

　

こ
の
給
付
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、

申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

申
請
期
限
ま
で
に
、
お
送
り
し
た
申

請
書
と
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
　

問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　

生
活
環
境
課

　

℡
４
６
４

－

１
１
２
１

新
幹
線
開
業
�

　

ピ
カ
ピ
カ
と
や
ま

一
斉
清
掃
運
動

　

来
年
春
の
新
幹
線
開
業
に
向
け
、
来
県
さ

れ
る
方
を
よ
り
き
れ
い
な
富
山
県
に
お
迎
え

す
る
た
め
、
本
年
10
～
12
月
に
、
県
内
の
清

掃
活
動
を
推
進
す
る「
新
幹
線
開
業
�
ピ
カ

ピ
カ
と
や
ま
一
斉
清
掃
運
動
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

①
企
業
、
自
治
会
等
の
団
体
の
皆
さ
ん
へ

・
清
掃
活
動
の
実
施
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

・
清
掃
活
動
の
予
定
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
登
録
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
情
報
発
信
し
ま
す
。

・
活
動
を
清
掃
予
定
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載

し
ま
す
。

・
活
動
時
に
の
ぼ
り
旗
や
横
断
幕
な
ど
を

使
用
で
き
ま
す
。（
事
務
局
か
ら
貸
し

出
し
ま
す
）

・
子
ど
も
が
参
加
す
る
場
合
は
、
参
加
賞

と
し
て
配
付
で
き
る
缶
バ
ッ
ジ
を
提
供

し
ま
す
。

・
活
動
の
内
容
や
写
真
を
後
日
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

介
護
保
険
ア
レ
コ
レ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
は
？

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、公
的
な『
高

齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
』
で
す
。

　

高
齢
者
や
ご
家
族
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
在
宅
生
活
に
お
け
る
様
々
な
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。
介
護
保
険
の
相
談
、
公
的
保
険

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
申
請
手
続
き
の
お

手
伝
い
も
い
た
し
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
、
保
健
師
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
社
会
福
祉
士
等
で
す
。
ご
利
用
は

無
料
で
す
。
ご
相
談
は
、来
所
、電
話
、手
紙
、

訪
問
な
ど
い
ず
れ
も
受
け
付
け
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
舟
橋
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

〒
９
３
０

−

０
２
８
２　

舟
橋
村
佛
生
寺
55
番
地

（
舟
橋
村
役
場
庁
舎
2
階
）

　

舟
橋
村
社
会
福
祉
協
議
会

℡
４
６
４

−

１
８
４
７

◆ 

11
月
の
保
険
料
（
65
歳
以
上
の
方
）

★
特
別
徴
収　

あ
り
ま
せ
ん
（
次
回
は
12
月

の
公
的
年
金
支
払
い
時
に
天
引
き
さ
れ
ま

す
。）

★
普
通
徴
収　

第
5
期（
12
月
１
日
納
期
限
）

（
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
方
は
、
残
高

の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。）

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合

介
護
保
険
課　

℡
４
６
４

－

１
３
１
６

②
住
民
の
皆
さ
ん
へ

・
身
近
な
場
所
で
行
わ
れ
る
清
掃
活
動
に
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
登
録
の
清
掃
活
動
に
参
加

し
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち（
小
学
生
以
下
）

に
は
、
特
製
缶
バ
ッ
ジ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

問
い
合
わ
せ
先

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局

（
公
益
財
団
法
人
と
や
ま
環
境
財
団
）

℡
４
３
１

−

４
６
０
７

富
山
県
生
活
環
境
文
化
部
環
境
政
策
課

企
画
係�

℡
４
４
４

−

３
１
４
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://tkz.or.jp/2014cleanup/

し
ま
す
。（
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

終
了
時
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

★
清
掃
活
動
の
実
施
予
定
や
本
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
県
民
み
ん
な
で
清
掃
活
動
に
取
り
組
み
、

富
山
県
を
ピ
カ
ピ
カ
に
し
ま
し
ょ
う
。
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お知らせのページ
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
の
お
知
ら
せ

11
月
25
日
〜
12
月
1
日
は

「
犯
罪
被
害
者
週
間
」で
す

　

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
電
話
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。（
相
談
は
無

料
で
す
が
、
通
話
料
は
ご
負
担
願
い
ま
す
。）

と
　
き　
　

平
成
26
年
11
月
17
日
㈪
〜
11
月
23
日
㈰

ま
で
の
7
日
間

（
午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時
。た
だ
し
、

土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
5
時
）

対
　
象　
　

女
性
の
人
権
に
関
し
て
お
悩
み
の
方

相
談
内
容　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ

ー
行
為
、
そ
の
他
女
性
を
め
ぐ
る
各
種
の

問
題

相
談
受
付
の
電
話
番
号
　

　
　

０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

富
山
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

℡
４
４
１

－

６
３
７
６

　

犯
罪
被
害
者
週
間
は
、
犯
罪
被
害
者
等
が

置
か
れ
て
い
る
状
況
、
そ
し
て
犯
罪
被
害
者

等
の
名
誉
ま
た
は
平
穏
へ
の
配
慮
の
重
要
性

等
に
つ
い
て
、
国
民
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
当
該
週
間
に

は
、
全
国
で
様
々
な
啓
発
事
業
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

◦
警
察
に
お
け
る
支
援
活
動

　

警
察
で
は
、
事
件
の
捜
査
を
行
う
と
と
も

に
、
犯
罪
被
害
者
や
ご
家
族
の
負
担
を
少
し

裁
判
員
制
度

ま
も
な
く
名
簿
記
載
通
知

を
発
送
し
ま
す
�

　

平
成
27
年
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
登
録

さ
れ
た
方
に
は
、
本
年
11
月
中
旬
に
名
簿
に

登
録
さ
れ
た
こ
と
の
通
知（
名
簿
記
載
通
知
）

を
お
送
り
し
ま
す
。
こ
の
通
知
は
、
来
年
2

月
こ
ろ
か
ら
平
成
28
年
2
月
こ
ろ
ま
で
の
間

に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
裁
判
員
に

選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
お

伝
え
し
、
あ
ら
か
じ
め
心
づ
も
り
を
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
具
体
的
な

事
件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
す
ぐ
に
裁
判
所
に
お

越
し
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
（
実
際

に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

た
場
合
に
は
、
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

全
国
一
斉

ひ
き
こ
も
り
等

家
族
相
談
の
ご
案
内

　

ひ
き
こ
も
り
の
お
子
さ
ん
を
支
え
て
い
る

ご
家
族
の
気
持
ち
が
楽
に
な
る
よ
う
に
専
門

家
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す

の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時　

平
成
26
年
11
月
26
日
㈬

場
　
所　

富
山
県
中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー

助
言
者　

臨
床
心
理
士

☆
家
族
相
談（
座
談
会
）

お
子
さ
ん
を
支
え
て
い
る
ご
家
族
の
サ
ポ

ー
ト�

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

☆
個
別
相
談（
希
望
者
）午後

3
時
30
分
〜
5
時

※
相
談
希
望
の
方
は
事
前
に
左
記
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　

富
山
県
中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
班

上
市
町
横
法
音
寺
40　
℡
４
７
２

−

０
６
３
７

裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
http://w

w
w

.saibanin.courts.go.jp/

※
名
簿
記
載
通
知
や
調
査
票
、
辞
退
を
申
し
出
る

こ
と
が
で
き
る
事
由
な
ど
に
関
す
る
情
報
は
こ

ち
ら
へ
ど
う
ぞ

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

http://w
w

w
.courts.go.jp/

※
各
地
の
裁
判
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
は
、
こ
ち

ら
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
ど
う
ぞ

募集種目 応 募 資 格 受付期間 試験期日

陸上自衛隊
高等工科学校生徒

平成27年 4 月 1 日現在
15歳以上17歳未満の男子

平成26年11月 1日～
平成27年 1月 9日

1次試験　
平成27年1月24日

陸海空自衛官候補生
（男子）

平成27年 4 月 1 日現在
18歳以上27歳未満の男子

年間を通じて行っております。 平成26年11月22日（予定）

◦問い合わせ先　自衛隊魚津地域事務所（魚津市上村木 2丁目14-7）TEL (0765)24-1036

★ 自 衛 官 募 集 ★

で
も
和
ら
げ
る
た
め
に
、
被
害
者
連
絡
制
度

の
実
施
や
、
犯
罪
被
害
者
給
付
金
制
度
を
設

け
る
な
ど
各
種
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　

富
山
県
警
察
本
部
犯
罪
被
害
者
支
援
係

℡
４
４
１

−

２
２
１
１
㈹

入
札
結
果
を
公
表
し
ま
す

（
金
額
は
税
込
）

10
月
7
日

竹
内
地
内
排
水
路
改
修
工
事

落
札
業
者　

㈱
森
崎

落
札
金
額　

１
、７
２
８
、０
０
０
円

　
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

℡
４
６
４

−

１
１
２
１



13−2014.11ふなはし

行　　　事 対　象　者 実 施 期 日 受 付 時 間 場　　所 備　　　考

メ タ ボ 快 笑！
毎日快腸！教室

・健康に関心のある方
・定期的に運動をした
い方

11月 7 日㈮
午前9：00〜9：30 舟 橋 会 館

・村の保健指導対象者の方
以外は参加費が必要です

・詳細は、保健師までお問
い合わせください11月21日㈮

健 康 相 談
（担当：保健師・

管理栄養士）
相談を希望される方

11月 7 日㈮
午後5：00〜7：30

舟 橋 会 館

予約は不要です
お気軽にお越しください

※14日は、
「食事・栄養相談日」です

11月21日㈮

11月14日㈮
午後1：00〜4：00

11月28日㈮

胃 が ん 検 診
大 腸 が ん 検 診 職場や医療機関で受診

する機会がなく、今年
度まだ受診していない
方

11月12日㈬

午前8：00〜9：00

舟 橋 会 館

◦受診券をご持参ください
◦受診券がない方も受診で
　きますので、お問い合わ
　せください

乳 房 が ん 検 診
子 宮 が ん 検 診 午後1：00〜2：00

骨粗しょう症検診 午後1：30〜2：30

子宮がん施設検診 20歳以上の方で希望さ
れる方 村が発行した受診券を使用します。

手元に受診券がない方は、生活環
境課までご連絡ください

県内の婦人科病院
（県立中央病院と
富山大学附属病院
を除く）

＊70歳以上と節目の方は無料です
※胃・大腸・子宮・乳房がん検診
は、「富山県健康増進センター」
で受けることも可能です

＊大腸・乳房・子宮頸がん検診の
クーポンをお持ちの方はぜひご
活用ください

肺・胃・大腸・乳房
が ん 施 設 検 診

肺・胃・大腸：40歳以上
の方で希望される方

乳房：30歳以上の方で
　希望される方

「かみいち総合
病院」

「済生会富山病院」

ちびっこひろば 生後3か月以上のお子
さんとその養育者の方 11月14日㈮ 午前9：30〜10：00 舟 橋 会 館

お気軽にお越しください
＊内容は、「骨盤ケア＆タッチ
タッチ」です

乳幼児健康診査
◦4か月児のお子さん
◦1歳 6か月児のお子
さん

11月19日㈬ 午後1：00〜1：30 舟 橋 会 館
◦対象の方にはご案内します
◦母子健康手帳、健診票をご
持参ください

子 育 て 相 談
（担当：心理相談員）

相談を希望される方 11月19日㈬ 午後1：30〜3：30 舟 橋 会 館 予約は不要です
お気軽にお越しください

母 乳 育 児 相 談
（担当：助産師）

相談を希望される方 11月19日㈬ 午後1：30〜3：30 舟 橋 会 館 予約は不要です
お気軽にお越しください

5 歳児健康診査 平成21年度生まれの対
象のお子さん 11月20日㈭ 午後1：00〜1：30 舟 橋 会 館

◦対象の方にはご案内します
◦母子健康手帳、健診票をご
持参ください

母 親 教 室 妊婦さんや産婦さんと
そのご家族

11月21日㈮
午前9：30〜10：00 舟 橋 会 館

◦対象の方にはご案内します
◦母子健康手帳をご持参く
ださい11月28日㈮

３歳児健康診査 平成23年7月生まれの
お子さん 11月27日㈭ 午後1：00〜1：30 上市町保健福祉

総合センター

◦対象の方にはご案内します
◦母子健康手帳、健診票等を
ご持参ください

水 痘 予 防 接 種
（水ぼうそう）

生後12か月～36か月未満で、初回1回、追加1回を終了していないお子さん
特定対象者：3歳～5歳未満で、接種歴・罹患歴ともに無いお子さん

（平成26年度のみ）

・乳児訪問時等でお渡しした
各予防接種の接種券・予
診票をご持参ください

高齢者用肺炎球菌
予 防 接 種

・65・70・75・80・85・
90・95・100歳・101
歳以上の方

・60歳以上65歳未満
で心臓や腎臓に重い
病気のある方

10月 1日㈬〜 3月31日㈫ 中 新 川 郡 の
指定医療機関

・接種を希望される方は、接
種券と個人負担金2,500円
を持参し、指定医療機関
で接種してください（生活
保護世帯は無料です）

インフルエンザ
予 防 接 種

・65歳以上の方
・60歳以上65歳未満
で心臓や腎臓に重い
病気のある方

11月1日㈯〜12月26日㈮ 中 新 川 郡 の
指定医療機関

・接種を希望される方は、接
種券と個人負担金1,200円
を持参し、指定医療機関
で接種してください（非課
税･生活保護世帯は無料で
す）

◆　健康診査・教室・予防接種等のお知らせ　◆

ほけんだより

【問い合わせ先】生活環境課 保健師まで　ＴＥＬ４６４－１１２１
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
！

ミ
ニ
け
ん
こ
う
広
場
�

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
毎
年
冬
季
か
ら
春
先

に
か
け
て
流
行
す
る
感
染
症
で
す
。
重
症
化
す

る
と
肺
炎
や
脳
炎
な
ど
を
引
き
起
こ
す
危
険
が

あ
り
、
予
防
や
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

【
予
防
方
法
に
つ
い
て
】

①
流
行
前
（
12
月
中
旬
頃
ま
で
）
に
イ
ン
フ
ル

　

村
で
は
、
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
予

防
接
種
料
金
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

【
助
成
対
象
者
】

・
65
歳
以
上
の
方

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、心
臓
や
腎
臓
、

呼
吸
器
に
重
い
病
気
の
あ
る
方
（
身
体

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
）

【
接
種
料
金
】　

１
、２
０
０
円

（
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護
世
帯
の

方
は
無
料
で
す
。）

【
実
施
期
間
】　

平
成
26
年
11
月
1
日
㈯
～

12
月
26
日
㈮

【
接
種
場
所
】　
中
新
川
郡
の
指
定
医
療
機
関

※
対
象
の
方
に
は
、
接
種
券
を
10
月
末

に
郵
送
し
ま
し
た
。
接
種
方
法
な
ど

詳
細
は
、
接
種
券
に
同
封
さ
れ
て
い

る
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
る

②
う
が
い･

手
洗
い
を
す
る

③
外
出
時
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
人
混
み
を
避

け
る

④
室
内
は
適
宜
換
気
す
る

【
症
状
に
つ
い
て
】

①
38
℃
以
上
の
高
熱

②
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛

③
の
ど
の
痛
み
、
咳
、
鼻
水

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
な
？
と
思
っ
た
ら
】

　

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
十

分
な
休
養
と
水
分
補
給
も
大
切
で
す
。
ま
た
、

周
囲
に
う
つ
さ
な
い
よ
う
、
マ
ス
ク
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成
の

ご
案
内

稲
い な

垣
が き

舞
ま

音
お

ちゃん
（海老江）

松
ま つ

田
だ

凛
り

桜
お

ちゃん
（東芦原）

高
た か

田
た

吏
り

臣
お ん

くん
（国重）

髙
た か

野
の

生
い ぶ

輝
き

くん
（海老江）

新
に つ

田
た

悠
ゆ

萊
ら

ちゃん
（稲荷）

10
月
に

１
歳
6
か
月
児

　
健
康
診
査
を

受
け
た
お
友
達

　

日
本
の
エ
イ
ズ
の
感
染
者
数
は
、

２
０
１
３
年
新
た
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感

染
し
た
方
が
１
、１
０
６
人
、
感

染
に
気
付
か
ず
エ
イ
ズ
を
発
症
し

た
方
が
４
８
４
人
（
過
去
最
多
）

報
告
さ
れ
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
感
染
の
有
無
は
、
血
液

検
査
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

エ
イ
ズ
の
正
し
い
知
識
を
身
に
つ

け
、
感
染
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
早

期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
世

レッドリボンは、
エイズに対する理解
と支援の象徴です。

界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
に
あ
わ
せ
、『
夜

間
迅
速
検
査
』
を
行
い
ま
す
。
検

査
は
匿
名
、
無
料
で
受
け
ら
れ
ま

す
。

【
迅
速
検
査
日
時
】
要
予
約

＊
12
月
3
日
㈬
午
後
5
時
～
7
時

　

予
約
は
当
日
午
後
12
時
ま
で
電

話
に
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
場
所　

富
山
県
中
部
厚
生
セ
ン

タ
ー（
上
市
町
横
法
音
寺
40
）

※
問
い
合
わ
せ
先

　
　

℡
４
７
２

−
０
６
３
７

12
月
１
日
は

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
で
す
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こんにち
は図書館です

おはなし会
新着図書

＊一般書
死ぬまでに行きたい！世界の絶景 日本編� 詩 歩
自分で治す！腰痛

―「リハビリのプロ」が教える
　　　　　即効エクササイズ―� 長 岡 隆 志

ひつじ年のゆる文字年賀状
―手書きで想いを届ける―� 宇田川一美

＊小説・エッセイ
笹の舟で海をわたる� 角 田 光 代
フォルトゥナの瞳� 百 田 直 樹
旅の人、島の人� 俵 　 万 智
杖ことば ―ことわざ力を磨くと逆境に強くなる―

五 木 寛 之

＊児童書
動物のおじいさん、動物のおばあさん� 高 岡 昌 江
らくごで笑児科� 斉 藤 　 洋
おはなしばあさんと風来坊� 川 端 　 誠
げんきのみかた パンツちゃん� 薫　くみこ

　　その他
多数新着図書あります。

ＴＥＬ・ＦＡＸ４６３−５８３１
開館時間　平 日　10:00〜19:00（11月〜 3月は10:00〜18:00）

土・日　10:00〜17:00
休館日　　月曜日・祝日・毎月最終木曜日・蔵書点検日

●イソップおはなし会
11月15日㈯　午後 2時より　2階談話室

●ちっちゃなちっちゃな おはなし会
11月 9 日㈰

11月16日㈰
午前11時より
１階絵本コーナー

　パッチワーク

「和
な ご

み」展
11月28日（金）～11月30日（日）

10：00～17：00

ガラス教室展
（GLASS FACTORY K's studio）

11月〜 3月は、開館時間が下記の通り
変更になります。
よろしくお願いいたします。

10：00～18：00
＊土日は通常通り
（10：00～17：00）

11月６日（木）～11月９日（日）
10：00～17：00

（９日は16：30まで）

開館時間の
変更のお知らせ
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日 月 火 水 木 金 土
1

2 3

文化の日
4
プラスチック製
容器包装

5

燃やせるごみ
6

燃やせないごみ
7

燃やせるごみ
8

9 10

燃やせるごみ
剪定枝回収

11
プラスチック製
容器包装

12

燃やせるごみ
13

びん・缶
14

燃やせるごみ
15

16 17

燃やせるごみ
18
プラスチック製
容器包装

19

燃やせるごみ
20
燃やせないごみ
古紙類

21

燃やせるごみ
22

23

勤労感謝の日
24

振替休日
25
プラスチック製
容器包装

26

燃やせるごみ
27 びん・缶
ペットボトル
紙製容器包装

28

燃やせるごみ
29

30 12/1

燃やせるごみ
2
プラスチック製
容器包装

3

燃やせるごみ
4

燃やせないごみ
5

燃やせるごみ
6

平成26年11月ごみ収集日表
ごみ収集を次のとおり実施しますのでご確認ください。

◦問い合わせ先：生活環境課　TEL 464−1121◦

　※ごみの分別方法は「家庭ごみの出し方」でご確認ください。
　※3日㈪、24日㈪の「燃やせるごみ」の収集はありません。

村の人口（10月1日現在）
前年同月

人口 3,077（＋ 4 ）3,065
男 1,491（＋ 2 ）1,493
女 1,586（＋ 2 ）1,572

世帯数 1,005（＋ 5 ）　 996
（　　）は前月比

編
集
後
記

　

秋
も
段
々
と
深
ま
り
、
日
に
日

に
気
温
も
低
く
な
り
、
木
々
の
紅

葉
も
山
か
ら
平
地
へ
と
移
っ
て
き

ま
し
た
。小
学
校
横
の
街
路
樹
も
、

鮮
や
か
な
色
合
い
と
な
り
ま
し
た
。

ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
も
真
紅
の
装
い

と
な
り
、
ど
こ
か
ら
か
キ
ン
モ
ク

セ
イ
の
甘
い
香
り
も
流
れ
て
き
て

い
ま
す
。

　

今
年
の
立
山
の
紅
葉
は
大
変
綺

麗
と
報
道
が
あ
っ
た
か
と
思
っ
て

い
た
ら
、
10
月
7
日
に
は
も
う
初

冠
雪
と
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
秋

か
ら
冬
へ
と
季
節
が
進
ん
で
き
て

い
ま
す
ね
。
写
真
の
白
い
花
は
、

海
老
江
地
区
で
咲
い
た
そ
ば
の
花

で
す
。
11
月
に
収
穫
の
時
期
と
な

る
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
あ
と
2
ヶ
月
。

年
末
に
向
け
て
忙
し
く
な
る
方
も

多
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
体
調
管

理
に
は
気
を
つ
け
て
、
一
日
一
日
、

や
わ
や
わ
元
気
に
健
康
で
過
ご
し

て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。�

お

お
支
払
は
便
利
な

口
座
振
替
を

　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

広
報
ふ
な
は
し
の
「
お
め
で
た
／
お
し

あ
わ
せ
に
／
お
く
や
み
」
欄
は
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ご
本
人
・
ご
家
族

か
ら
の
依
頼
が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

届
出
の
際
に
窓
口
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

【
お
め
で
た
／
お
し
あ
わ
せ
に
／

お
く
や
み
】
欄
に
つ
い
て

・
宮　

忠
助　

歩
夢　

国
重

・
梨
木
正
志　

結
芽　

国
重

・
山
崎
大
介　

瑛
翔　

稲
荷

11
月
納
税

固
定
資
産
税　

３
期
分

国
民
健
康
保
険
税５

期
分

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
５
期
分

水　

道　

料

　※ごみは、収集日当日朝８時までに、決められた場所へ出してください。

収集日時　11月20日（木）
収集場所　 各地区資源ごみ（古紙類）集積所
対象物　　新聞類・ダンボール・雑誌
◦金属やプラスチック、ビニール等紙以外のものが含まれて
いるもの（ファイルやバインダー、辞書等）は対象外です。

古紙類の出し方について
◦ビニールひもで十文字に縛って出してください。収集場
所では、「新聞類」「ダンボール」「雑誌」を種類毎にまと
めて置いてください。
◦毎月第４木曜日収集の「紙製容器包装」と混同されない
よう、各ご家庭で正しく分別してから出してください。

問い合わせ先　生活環境課　TEL 464-1121

古紙類収集の実施について
各地区で指定された時間
内に出してください。（ ）


